
一
、
は
じ
め
に

文
学
と
映
画
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン

安
部
公
房
と
勅
使
河
原
宏
の
作
品
を
読
む
／
観
る

安
部
公
房
『
砂
の
女
」
は
一
九
六
一
一
年
六
月
に
新
潮
杜
よ
り
「
純
文
学

書
下
ろ
し
特
別
作
品
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
第
十
四
回
読
売
文
学
賞
の

受
賞
を
は
じ
め
、
各
国
で
翻
訳
出
版
さ
れ
る
な
ど
国
際
的
に
高
い
評
価
を

得
た
長
編
小
説
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
二
月
に
は
同
タ
イ
ト
ル
の
映
画
が

東
京
み
ゆ
き
座
で
封
切
ら
れ
、
こ
ち
ら
も
第
十
七
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

審
査
員
特
別
賞
な
ど
国
内
外
で
数
々
の
賞
を
受
け
た
。
映
画
版
の
シ
ナ
リ

オ
は
安
部
が
直
接
手
掛
け
て
お
り
、
演
出
は
長
年
の
知
己
で
も
あ
る
勅
使

が
は
ら
ひ
ろ
し

河
原
宏
監
督
が
担
っ
た
。

勅
使
河
原
は
安
部
の
代
表
的
な
長
編
小
説
「
砂
の
女
』
、
『
他
人
の
顔
』
（
講

談
社
、
一
九
六
四
年
）
、
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
（
新
潮
社
、
一
九
六
七
年
）

を
い
ず
れ
も
映
画
化
し
て
い
る
。
特
に
前
一
一
作
で
は
シ
ナ
リ
オ
を
め
ぐ
る

議
論
が
繰
り
返
し
交
わ
さ
れ
た
り
、
安
部
が
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
た

り
、
何
よ
り
文
学
と
映
画
の
垣
根
を
越
え
た
芸
術
の
問
題
意
識
が
共
有
さ

れ
た
り
と
、
濃
密
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
た
。
安
部
と
勅
使

河
原
の
協
働
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
戦
後
前
衛
映
画
と
文
学
1

安
部
公

房

x
勅
使
河
原
宏
』
（
人
文
書
院
、
二

0
1
―
一
年
）
で
一
旦
ま
と
め
、
新
た

に
分
か
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
も
随
時
発
表
し
て
き
た
。
本
稿
で
記
述
す
る

協
働
の
歴
史
的
事
実
や
作
品
分
析
に
つ
い
て
は
既
発
表
の
内
容
も
含
ま
れ

る
が
、
文
学
と
映
画
の
比
較
研
究
を
め
ぐ
る
議
論
や
、
ア
ダ
。
フ
テ
ー
シ
ョ

ン
理
論
を
踏
ま
え
た
論
考
を
加
え
、
新
た
な
視
点
か
ら
の
再
考
や
検
証
も
＿ー

含
め
て
、
安
部
公
房
と
勅
使
河
原
宏
の
初
期
協
働
作
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。
＿

安
部
公
房
と
勅
使
河
原
宏
は
一
九
四
六
年
頃
か
ら
、
芸
術
家
の
岡
本
太

郎
や
評
論
家
の
花
田
清
輝
ら
戦
後
前
衛
芸
術
運
動
の
先
導
者
た
ち
と
共
に

あ
っ
た
。
一
一
人
を
直
接
結
び
つ
け
た
の
も
岡
本
で
あ
る
。
当
時
、
安
部
は

若
い
世
代
の
芸
術
グ
ル
ー
プ
〈
世
紀
〉
を
率
い
て
お
り
、
こ
れ
に
岡
本
・

花
田
が
中
心
と
な
っ
た
〈
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
研
究
会
〉
を
合
流
さ

せ
、
絵
画
部
も
加
え
た
総
合
芸
術
運
動
体
へ
と
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

た
。
一
九
五

0
年
に
は
勅
使
河
原
も
こ
こ
に
参
加
し
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え

た
創
作
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
〈
世
紀
〉
は
小
冊
子
『
枇
紀
群
』
を
刊

行
し
て
お
り
、
こ
の
編
集
作
業
で
安
部
・
勅
使
河
原
は
仕
事
を
共
に
し
て

二
、
文
学
・
美
術
・
演
劇
・
映
画
の
横
断

友

田

義

行



じ
め
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
六

0
年
一

0
月―

1
0
日
、
九
州
朝
日
放
送
で

『
煉
獄
』
と
い
う
テ

い
る
。
い
ず
れ
も
一
九
五

0
年
に
発
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
『
世
紀
群
』

の
第
四
号
に
は
安
部
の
小
説
「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の

表
紙
・
挿
画
は
勅
使
河
原
が
描
い
た
。
第
五
号
も
や
は
り
安
部
の
小
説
「
事

業
」
が
勅
使
河
原
に
よ
る
扉
画
と
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
た
。
第
六

号
の
関
根
弘
「
詩
集
砂
漠
の
木
」
で
は
、
勅
使
河
原
が
挿
画
を
付
け
た

の
に
加
え
、
安
部
が
扉
画
や
挿
画
も
描
い
て
い
る
。

な
お
、
『
世
紀
群
』
は
全
七
号
と
『
世
紀
画
集
』
を
刊
行
し
た
と
こ
ろ

で
休
刊
と
な
り
、
芸
術
運
動
に
勤
し
む
安
部
た
ち
は
経
済
的
な
困
難
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
勅
使
河
原
宏
の
父
で
あ
り
い
け
ば
な
草
月
流
の
創
始
者
・

そ
う
ふ
う

初
代
家
元
で
も
あ
る
勅
使
河
原
蒼
風
か
ら
援
助
を
受
け
る
こ
と
で
凌
い
で

い
っ
た
。
蒼
風
は
『
世
紀
群
』
の
発
行
に
際
し
て
も
資
金
を
提
供
し
て
お
り
、

今
度
は
い
け
ば
な
草
月
流
機
関
誌
『
草
月
人
』
を
改
め
た
『
草
月
』
(
-
九
五
一

年
六
月
創
刊
）
の
絹
集
業
務
を
安
部
・
勅
使
河
原
ら
に
任
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
『
草
月
』
は
い
け
ば
な
に
限
ら
ず
様
々
な
領
域
を
射
程
に
入
れ

た
総
合
芸
術
雑
誌
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。

一
方
、
安
部
・
勅
使
河
原
は
紙
の
メ
デ
ィ
ア
に
閉
塞
す
る
こ
と
な
く
、

社
会
的
・
政
治
的
な
実
践
と
し
て
、
画
家
の
桂
川
寛
と
と
も
に
共
産
党
に

入
党
を
申
請
し
た
。
勅
使
河
原
だ
け
は
入
党
を
保
留
さ
れ
た
も
の
の
、
安

部
た
ち
と
と
も
に
下
丸
子
で
の
文
化
オ
ル
グ
に
参
加
す
る
な
ど
、
政
治
的

に
も
前
衛
的
な
活
動
で
協
働
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者
に
配
布
さ

れ
た
『
詩
集
下
丸
子
』
の
編
集
に
も
共
に
携
わ
り
、
主
に
安
部
は
詩
を
、

勅
使
河
原
は
版
画
を
発
表
し
て
い
る
。

安
部
は
一
九
五
一
年
五
月
に
作
品
集
『
壁
』
（
月
曜
書
一
房
）
を
刊
行
し
、
「
壁

|
s
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」
で
第
二
十
五
回
芥
川
賞
（
同
年
上
期
）
を

に
も
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
蒼
風
と
の
欧
米
旅
行
中
に
撮
影
し
た
フ
ィ
ル

ム
か
ら
、
『
フ
ィ
ル
ム
・
モ
ザ
イ
ク
』
(
-
九
五
九
年
）
、
『
ホ
ゼ
ー
・
ト
レ
ス
』

（
一
九
五
九
年
）
が
制
作
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
の
と
き
の
撮
影
素
材
か
ら
後
の

『
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ガ
ウ
デ
イ
』
(
-
九
八
四
年
）
も
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
の
安
部
は
、
芥
川
賞
受
賞
後
も
小
説
に
の
み
活
動
を
限
定
す
る
こ

と
な
く
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
に
も
取

り
組
み
、
映
画
評
論
も
精
力
的
に
発
信
し
た
。
紙
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
飛
び

出
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
テ
レ
ビ
放
映
、
演
劇
、
そ
し
て
映
画
へ
と
活
動
の

幅
を
広
げ
て
い
た
。

安
部
と
勅
使
河
原
の
協
働
は
、
一
九
六

0
年
三
月
初
演
の
『
巨
人
伝
説
』

（
青
年
座
、
シ
ナ
リ
オ
は
『
文
学
界
』
一
九
六

0
年
三
月
号
）
に
お
い
て
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
ヘ
進
む
こ
と
に
な
る
。
安
部
の
戯
曲
に
基
づ
く
こ
の
舞
台

に
は
、
背
景
に
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン
が
架
け
ら
れ
、
そ
こ
に
勅
使
河
原
制

作
の
映
像
が
投
影
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
演
劇
と
映
像
の
共
演
自
体
は
連
鎖

劇
の
伝
統
を
継
い
で
い
る
が
、
連
鎖
劇
が
演
劇
と
活
動
写
真
（
映
画
）
と

を
交
互
に
提
示
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
の
に
対
し
、
『
巨
人
伝
説
l

で
は

映
像
を
背
景
と
し
た
演
劇
が
同
時
に
進
行
さ
れ
た
。
映
像
は
い
わ
ば
動
く

書
き
割
り
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
単
な
る
背
景
に
は
と
ど

ま
ら
な
い
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
立
ち
並
ぶ
墓
標
や
、
雪
中
を
行
く
兵
士

の
姿
、
そ
し
て
顕
微
鏡
撮
影
さ
れ
た
カ
ビ
の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
投
影
さ

れ
、
舞
台
上
に
演
劇
の
進
行
と
は
異
な
る
時
空
間
と
視
覚
が
持
ち
込
ま
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
安
部
の
文
学
と
勅
使
河
原
の
映
画
は
共
鳴
し
は

受
賞
す
る
。
『
壁
』
の
装
帳
も
勅
使
河
原
が
担
っ
た
。
ま
た
、
雑
誌
『
草
月
』

（
一
九
五
一
年
六
月
号
）
で
も
、
安
部
の
短
編
小
説
「
チ
ー
ズ
戦
争
」
に
勅

使
河
原
が
挿
画
を
描
い
て
い
る
。
一
一
人
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
文
学
と

美
術
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
を
超
え
な
が
ら
、
冊
子
・
雑
誌
・
書
籍
と
い

う
紙
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

勅
使
河
原
は
安
部
と
出
会
う
前
、
東
京
美
術
学
校
に
通
っ
て
い
た
際

に
、
日
本
画
か
ら
出
発
し
、
の
ち
に
洋
画
へ
と
転
向
し
た
。
だ
が
、
も
と

も
と
映
画
に
惹
か
れ
て
い
た
勅
使
河
原
は
、
吉
村
公
三
郎
監
督
の
撮
影
現

場
を
見
学
し
た
経
験
な
ど
か
ら
、
自
ら
も
創
作
の
道
を
志
し
た
。
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
監
督
の
亀
井
文
夫
に
誘
わ
れ
て
、
『
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
』

（
一
九
五
六
年
）
、
『
流
血
の
記
録
砂
川
』
(
-
九
五
七
年
）
、
『
世
界
は
恐

怖
す
る
』
(
-
九
五
七
年
）
と
い
う
、
米
軍
基
地
反
対
闘
争
や
、
被
爆
者
へ

の
取
材
、
胎
内
被
曝
を
告
発
す
る
社
会
派
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
制
作
に

携
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

勅
使
河
原
は
一
九
五
七
年
に
映
画
グ
ル
ー
プ
〈
シ
ネ
マ

57
〉
（
年
が
変
わ

る
ご
と
に
〈
シ
ネ
マ

5
8
¥
6
0
〉
と
改
称
）
を
組
織
し
、
同
年
代
の
映
画
監
督
・

羽
仁
進
や
松
山
善
一
二
ら
と
と
も
に
映
画
の
研
究
と
上
映
の
会
を
開
催
し
て

い
く
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
『
東
京
一
九
五
八
』
(
-
九
五
八
年
）
と
い
う

同
人
合
作
映
画
も
制
作
さ
れ
、
国
際
映
画
祭
に
出
品
し
て
い
る
。
勅
使
河

原
は
ほ
か
に
、
土
門
拳
や
木
村
伊
兵
衛
ら
日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
た
ち

の
活
動
を
捉
え
た
『
十
二
人
の
写
真
家
』
(
-
九
五
六
年
）
や
、
父
・
蒼
風

と
い
け
ば
な
草
月
流
の
創
作
風
景
を
収
め
た
『
い
け
ば
な
』
(
-
九
五
七
年
）
、

ド
ラ
ム
の
魅
力
に
目
覚
め
る
小
学
生
を
描
く
『
ド
ラ
ム
と
少
年
』
(
-
九
五
九

年
、
〈
シ
ネ
マ

59
〉
・
羽
仁
進
・
川
頭
義
郎
）
と
い
っ
た

P
R
映
画
の
制
作

レ
ビ
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
た
。
演
出
は
梅
津
昭
夫
、
脚
本
は
安
部
公
房
で

あ
る
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
が
、
映
画
批
評
家
の

荻
昌
弘
は
、
賞
に
値
し
た
の
は
安
部
の
脚
本
で
あ
り
、
出
来
映
え
は
上
々

で
は
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
安
部
と
勅
使
河
原
も
、
共
通
の
不
満

と
問
題
意
識
を
抱
い
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
物
語
の
展
開
だ
け
で
終
わ
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
二
人
は
「
日
本
の
現
実
そ
の
も
の
の
デ
イ
テ
ー
ル
（
細

{
8
]
 

部
）
と
か
物
質
感
」
や
、
「
背
景
の
追
求
」
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
当
時
の
テ
レ
ビ
に
は
彼
ら
の
要
望

に
応
え
る
だ
け
の
画
質
や
画
面
サ
イ
ズ
は
備
わ
っ
て
い
な
い
。
「
風
景
を
た

ん
な
る
バ
ッ
ク
と
し
て
と
ら
え
ず
、
人
物
と
同
じ
重
要
さ
を
も
つ
も
の
と

と
ら
え
」
る
こ
と
は
、
精
細
な
映
像
表
現
と
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン
ヘ
の
投

影
が
可
能
な
映
画
に
よ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
を
映
画
化
す
る
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
技

術
的
側
面
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

『
煉
獄
』
の
映
画
化
へ
と
動
き
出
し
た
安
部
と
勅
使
河
原
は
、
九
州
の
炭

坑
地
帯
（
廃
坑
）
を
ロ
ケ
し
て
回
り
、
一
方
で
シ
ナ
リ
オ
の
改
稿
を
重
ね
た
。

タ
イ
ト
ル
も
『
お
と
し
穴
』
に
改
め
ら
れ
、
一
九
六
一
一
年
七
月
一
日
、
日

本
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
ギ
ル
ド

(
A
T
G
)
初
の
日
本
映
画
と
し
て
公
開
さ

れ
た
。
深
い
被
写
界
深
度
で
捉
え
ら
れ
た
の
は
、
炭
坑
跡
の
荒
廃
し
た
土

地
や
泥
、
生
活
臭
の
泌
み
込
ん
だ
炭
坑
住
宅
の
肌
理
、
そ
し
て
巨
大
な
ボ

タ
山
（
廃
棄
さ
れ
た
石
炭
ク
ズ
が
蓄
積
し
て
で
き
た
山
）
が
鈴
え
立
つ
風

景
で
あ
る
。
勅
使
河
原
の
映
像
が
持
つ
特
徴
の
一
っ
に
、
人
物
以
外
の
物

質
や
風
景
を
克
明
に
捉
え
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
お
と
し
穴
』
に
続
い
て

制
作
さ
れ
た
『
砂
の
女
」
に
も
、
こ
の
特
性
は
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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わ
た
し
た
ち
は
、
最
近
、
顔
を
合
わ
せ
る
と
必
ず
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
映
画
の
話
を
す
る
。
お
互
に
文
学
の
仕
事
を
し
て
い
な
が
ら
、

文
学
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
映
画
に
つ
い
て
は
必

ず
誰
か
が
話
題
を
も
っ
て
い
る
。
い
つ
頃
か
ら
そ
う
い
う
風
に
な
っ

た
か
、
は
っ
き
り
し
て
な
い
が
、
関
心
の
的
が
文
学
か
ら
だ
ん
だ
ん

映
画
に
移
っ
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
く
に
、
方
法
論
上

の
新
し
い
問
題
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
場
合
、
文
学
よ
り
も
映
画
の

方
が
は
る
か
に
便
利
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
映
画
が
、
先
行
す
る
文
学
か
ら
物
語
を
借
用

す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
学
も
映
画
か
ら
有
益
な
「
方
法
論
上
の
新

し
い
問
題
」
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
文
学
者

た
ち
は
映
画
シ
ナ
リ
オ
を
執
箪
し
、
映
画
批
評
を
書
き
、
映
画
と
文
学
の

方
法
論
を
考
え
、
映
画
を
通
じ
て
大
衆
や
芸
術
に
つ
い
て
考
え
だ
し
、
や

が
て
映
画
に
出
演
し
た
り
、
自
ら
が
監
督
を
務
め
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

文
学
を
原
作
と
し
て
作
ら
れ
る
文
芸
映
画
の
場
合
よ
り
も
、
さ
ら
に
積
極

的
に
文
学
者
が
映
画
製
作
に
関
与
し
て
い
こ
う
と
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。

ま
さ
き

一
九
六

0
年
前
後
に
は
、
安
部
・
佐
々
木
・
柾
木
恭
介
ら
と
、
岡
田
晋
・

羽
仁
進
ら
が
「
映
像
と
言
語
論
争
」
を
展
開
し
た
。
発
端
は
岡
田
が
、
映

画
の
発
展
に
よ
っ
て
映
像
が
思
想
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
柾
木
が
こ
れ
に
対
し
て
、
思
想
は
言
語
の
機
能
で
あ

る
と
反
駁
し
、
安
部
も
議
論
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

木
基
一
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

安
部
公
房
と
勅
使
河
原
宏
が
協
働
し
て
映
画
を
製
作
し
た
経
緯
を
簡
単

に
確
認
し
て
き
た
。
『
お
と
し
穴
]
の
場
合
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
『
砂
の
女
』

『
他
人
の
顔
』
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
で
は
安
部
の
小
説
や
脚
本
に
基
づ
い
て
、

勅
使
河
原
は
映
画
を
演
出
し
た
。
こ
う
し
た
協
働
に
よ
る
創
作
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
た
い
の
だ
が
、
文
学
と
映
画
、
あ
る
い
は
文
学
者
と
映
像
作

家
の
協
働
を
比
較
考
察
す
る
態
度
に
は
、
様
々
な
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
文
学
と
映
画
に
は
決
定
的
な
差
異
が
横
た
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ

も
そ
も
文
学
の
映
画
化
と
は
ど
の
よ
う
な
現
象
な
の
か
。
書
記
言
語
を
用

い
た
表
現
で
あ
る
文
学
（
小
説
）
と
、
映
像
や
音
声
を
用
い
た
表
現
で
あ

る
映
画
に
は
、
比
較
不
可
能
な
要
素
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
小
説
に
描
か
れ
た
物
語
内
容
や
セ
リ
フ
、
タ
イ
ト
ル
な
ど
を

用
い
て
（
引
用
し
て
）
映
画
を
創
作
し
た
場
合
、
そ
れ
は
原
作
の
映
画
化

で
あ
る
と
捉
え
る
の
が
一
般
的
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
小
説
で
は

名
前
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
登
場
人
物
が
、
映
画
で
は
多
く
の
場
合
具
体

三
、
文
学
と
映
画
の
比
較
可
能
性

以
後
、
勅
使
河
原
と
安
部
は
タ
ッ
グ
を
組
み
、
次
々
と
映
画
作
品
を
発

表
し
て
い
く
。
『
お
と
し
穴
』
(
-
九
六
一
一
年
、
安
部
公
房
脚
本
）
、
『
砂
の
女
』

（
一
九
六
四
年
、
安
部
原
作
脚
本
）
、
『
白
い
朝
』
(
-
九
六
五
年
、
安
部
脚

本
）
、
『
他
人
の
顔
』
(
-
九
六
六
年
、
安
部
原
作
脚
本
）
、
『
燃
え
つ
き
た
地

図
」
(
-
九
六
八
年
、
安
部
原
作
脚
本
）
、
そ
し
て
大
阪
万
博
に
出
品
さ
れ

た
四
面
ス
ク
リ
ー
ン
作
品
『
一
日
二
四

0
時
間
』
二
九
七

0
年
、
安
部
脚
本
）

で
あ
る
。
大
阪
万
博
が
終
わ
り
、
前
衛
芸
術
運
動
の
勢
い
が
弱
ま
っ
た
の

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
―
一
人
の
協
働
も
終
焉
を
迎
え
た
。

的
な
身
体
を
持
っ
た
俳
優
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
台
詞
も

俳
優
が
発
す
る
声
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
小
説
に
描
か
れ
た
設

定
に
近
し
い
俳
優
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
が
、
書
記
言

語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
の
と
、
身
体
や
物
体
を
カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
で
捉
え
、

映
像
・
音
声
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。

で
は
、
文
学
と
映
画
の
比
較
研
究
と
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
な
の
か
。

事
実
と
し
て
文
学
と
映
画
の
両
領
域
を
扱
う
研
究
に
は
蓄
積
が
あ
り
、
そ

う
し
た
論
考
に
触
れ
る
機
会
は
特
別
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
是
非
を
巡
っ
て
様
々
な
立
場
が
あ
る
。

た
と
え
ば
田
中
演
澄
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
と
こ
ろ
で
、
映
画

が
物
語
を
欲
し
た
時
、
物
語
行
為
の
先
行
形
態
で
あ
る
文
芸
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
は
当
然
の
魅
惑
と
し
て
存
在
し
た
。
そ
こ
に
映
画
と
文
芸
の
結
び
つ

き
、
即
ち
物
語
の
借
用
、
所
謂
文
芸
作
品
の
映
画
化
と
い
う
現
象
が
起
り

う
る
必
然
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
。
こ
こ
で
は
映
画
製
作
者
の
側
に
立
っ
て
、

「
物
語
」
を
共
通
項
と
し
た
文
学
か
ら
の
「
借
用
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

文
学
は
書
記
言
語
に
よ
っ
て
、
映
画
は
映
像
と
音
声
に
よ
っ
て
、
共
に
「
物

語
」
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
並
置
さ
れ
て
お
り
、
典
型
例
と
し
て
文
芸

映
画
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
安
部
に
近
し
か
っ
た
文
学
者
た
ち
が
文
学
と
映
画
の
間
に
見
出

し
た
の
は
、
物
語
の
借
用
に
限
ら
な
い
幅
広
い
関
心
だ
っ
た
よ
う
だ
。
戦

後
日
本
映
画
の
黄
金
期
に
、
文
学
者
た
ち
が
映
画
へ
の
強
い
関
心
を
示
し

た
記
念
碑
的
な
論
集
と
し
て
、
安
部
が
企
画
し
、
野
間
宏
・
佐
々
木
基
一
・

花
田
清
輝
・
埴
谷
雄
高
・
椎
名
麟
三
が
稿
を
寄
せ
た
『
文
学
的
映
画
論
』

（
一
九
五
七
年
一
月
、
中
央
公
論
社
）
が
あ
る
。
そ
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
佐
々

と
こ
ろ
で
、
「
映
画
と
文
学
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
、
手
始
め
に
事

典
を
紐
解
く
方
法
が
あ
る
。
一
九
六
七
年
に
美
術
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ

た
『
現
代
映
画
事
典
』
に
は
「
映
画
と
文
学
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

実
は
そ
の
解
説
文
に
は
「
映
像
と
言
語
論
争
」
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

柾
木
と
佐
々
木
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
書
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

文
学
は
〈
思
想
〉
を
あ
ら
わ
す
が
、
映
画
は
感
覚
的
な
〈
映
像
〉

で
あ
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
〈
理
論
〉
は
、
か
な
り
広
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
文
学
は
〈
思
想
〉
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
と
き
、
〈
思
想
〉
は

〈
言
語
〉
に
よ
っ
て
し
か
あ
ら
わ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
文
学
は
芸

術
で
あ
り
、
芸
術
は
〈
思
想
〉
を
直
接
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
が
、

同
時
に
ま
た
、
芸
術
は
〈
思
想
〉
と
無
関
係
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
〈
思

想
〉
と
関
係
す
る
、
つ
ま
り
〈
思
想
性
〉
を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
混

同
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

芸
術
の
〈
思
想
性
〉
と
は
、
そ
の
芸
術
に
〈
思
想
〉
が
直
接
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
の
芸

術
が
〈
言
語
〉
を
素
材
に
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
芸
術
と
し
て
の
映
画
は
〈
思
想
〉
を
あ
ら
わ
さ
な
い

が
〈
思
想
性
〉
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
芸
術
と
し
て
の
文
学
も
、
普

通
の
考
え
と
は
反
対
に
、
あ
ら
わ
す
の
は
〈
思
想
〉
で
は
な
く
て
〈
思

想
性
〉
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
思
想
性
」
を
共
通
項
と
し
て
、
文
学
と
映
画
は
と
も
に
「
芸

術
」
で
あ
り
、
ゆ
え
に
比
較
考
察
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
が
示
さ
れ
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四 な
表
現
要
素
）
に
も
当
然
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
。
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中
村
三
春
の
言
葉
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、
映
画
『
砂
の
女
』
は
、
原
作

『
砂
の
女
」
の
「
実
現
」
の
―
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
映
画
『
砂
の
女
』

は
、
原
作
と
し
て
の
小
説
『
砂
の
女
』
が
享
受
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
た
こ
と

の
実
現
と
し
て
我
々
の
前
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
小

説
の
映
画
化
の
完
全
／
不
完
全
を
判
定
す
る
の
で
は
な
く
、
文
学
の
解
釈
・

改
作
あ
る
い
は
翻
案
と
し
て
映
画
を
捉
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

文
学
と
映
画
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
が
提
唱
し
た
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念

は
、
メ
デ
ィ
ア
を
越
境
し
た
テ
ク
ス
ト
論
と
で
も
言
う
べ
き
方
法
を
提
示

す
る
。
文
学
と
映
画
の
比
較
お
よ
び
横
断
的
研
究
の
態
度
と
し
て
、
具
体

的
に
は
安
部
公
房
と
勅
使
河
原
宏
の
協
働
作
品
を
読
み
解
く
方
法
と
し
て
、

次
の
引
用
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
発
想
は
有
益
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ダ
フ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
扱
う
と
い
う

の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
詩
人
兼
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
ア
レ
グ
ザ
ン

ダ
ー
の
う
ま
い
言
葉
を
借
り
る
と
、
本
質
的
に
「
パ
リ
ン
プ
セ
ス
ト

的
」
作
品
、
つ
ま
り
原
作
テ
ク
ス
ト
を
絶
え
ず
意
識
さ
せ
ら
れ
る
作

品
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
先
行
テ
ク
ス
ト
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

わ
た
し
た
ち
は
直
接
向
か
い
合
っ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
に
そ
の
存
在
が

影
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
を
つ
ね
に
感
じ
る
。
わ
た
し
た
ち
が
あ
る

作
品
を
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
と
き
、
そ
れ
が
別
の
作
品
と
明

白
に
関
係
が
あ
る
と
公
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ

近
年
、
文
学
と
映
画
の
関
係
が
ま
す
ま
す
密
接
に
な
っ
て
い
る
。

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八

0
年
に
同
じ
出
版
社
か
ら
『
新
映
画
事
典
』

が
刊
行
さ
れ
た
際
に
、
や
は
り
「
映
画
と
文
学
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
た

も
の
の
、
執
筆
者
の
蓮
賓
重
彦
は
旧
版
と
は
全
く
異
な
る
見
解
を
示
し
た
。

「
映
画
と
文
学
」
と
い
っ
た
問
題
を
論
ず
る
こ
と
ほ
ど
退
屈
な
試
み

も
ま
た
と
あ
る
ま
い
。
〔
中
略
〕
と
い
う
の
も
、
映
画
と
文
学
と
い
っ

た
た
ぐ
い
の
主
題
は
、
両
者
の
比
較
を
暗
黙
の
う
ち
に
要
請
し
て
い

る
か
ら
だ
。
〔
中
略
〕
映
画
と
文
学
と
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
類
似
点
と

相
違
点
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
思
考
の
運
動
は
、
そ
れ
が
い

か
に
生
真
面
目
で
律
儀
な
も
の
と
映
ろ
う
と
、
映
画
と
文
学
に
対
す

る
正
し
い
姿
勢
と
は
い
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
求
め
ら
れ
た
わ
け

．．．．．． 

で
も
な
い
の
に
比
較
へ
と
伸
び
て
ゆ
く
思
考
は
、
絶
対
的
な
差
異
と

し
て
同
時
に
共
存
し
あ
っ
て
い
る
も
の
を
、
相
対
的
な
差
異
に
置
き

換
え
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
比
較
と
は
、
「
知
」
の
歴
史
を
蝕
む
永
遠
の

[12) 

宿
弊
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

文
学
と
映
画
を
結
び
つ
け
比
較
す
る
こ
と
の
弊
害
を
説
く
内
容
で
あ
る
。

•••••• 

両
者
の
間
に
あ
る
「
絶
対
的
な
差
異
」
を
相
対
化
し
て
し
ま
う
「
比
較
」

と
い
う
思
考
自
体
が
批
判
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
立
場
は
決
し
て
特
殊
な
も

の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
重
政
隆
文
に
よ
る
次
の
よ
う
な
文
書
も
、
文
学

と
映
画
の
鑑
賞
を
め
ぐ
る
日
常
的
な
印
象
の
一
端
を
示
す
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
文
学
と
映
画
は
違
う
。
私
は
「
文
芸
映
画
」
や
「
映
画
文
学
」

と
い
う
考
え
方
を
嫌
う
。
「
小
説
の
完
全
映
画
化
」
な
ど
何
と
ふ
ざ
け

た
宜
伝
文
句
な
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
〔
中
略
〕
そ
も
そ
も
文
学
の
映

画
化
と
い
う
も
の
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
〔
中
略
〕
文
学
が
映
画
に

な
る
と
い
う
時
点
で
す
で
に
不
完
全
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
と
に
か
く
映

画
に
は
映
画
独
特
の
特
性
が
あ
り
表
現
が
あ
る
。
文
学
に
も
文
学
独

特
の
特
性
が
あ
り
表
現
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
学
の
映
画
化
な
ど

と
い
う
も
の
は
な
い
。
文
学
が
あ
り
、
映
画
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

文
学
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
絶
対
視
し
、
映
画
を
い
わ
ば
劣
化
版
コ
ピ
ー

と
し
て
否
定
的
に
捉
え
る
立
場
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
文
学
の
映
画
化
自

体
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
映
画
『
砂
の
女
』
を

原
作
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
な
ど
可
能
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
映

画
『
砂
の
女
』
が
小
説
『
砂
の
女
』
な
し
に
成
立
し
た
可
能
性
な
ど
あ
る

だ
ろ
う
か
。
文
芸
映
画
に
限
ら
ず
と
も
、
文
学
と
映
画
が
「
関
係
」
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
関
係
性
が
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
比
較
考

察
は
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
蓮
賓
の
批
判
も
踏
ま
え
、
原

作
と
映
画
化
の
類
似
点
と
相
違
点
の
羅
列
に
終
始
す
る
こ
と
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
文
学
と
映
画
の
比
較
、
あ
る
い
は
横
断
的
研
究
の
一
環
と
し

て
、
文
学
と
映
画
の
枠
を
越
境
し
な
が
ら
思
考
と
創
作
を
重
ね
た
安
部
・

勅
使
河
原
ら
に
倣
い
な
が
ら
、
二
人
の
協
働
テ
ク
ス
ト
を
読
解
し
て
い
き

た
い
ー
も
っ
と
も
、
映
画
は
本
来
的
に
集
団
で
創
作
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
音
楽
や
美
術
な
ど
様
々
な
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
（
あ
る
い
は
様
々

ネ
ッ
ト
な
ら
、
そ
れ
を
「
二
次
的
」
テ
ク
ス
ト
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

先
行
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
で
作
ら
れ
受
容
さ
れ
る
も
の
だ
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
は
し
ば
し
ば
比
較
研
究
と
な
る
。

だ
が
こ
こ
で
は
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
独
立
し
た
作
品
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
り
評
価
し
た
り
で
き
な
い
と
言
お
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
多
く
の
理
論
家
が
主
張
し
て
き
た
よ
う
に
、
ア

ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
た
し
か
に
独
立
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

が
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
独
自
の
ア
ウ
ラ
が
備
わ
っ
て
お
り
、
「
時

間
と
空
間
内
で
独
自
の
存
在
で
あ
り
、
偶
然
存
在
し
た
そ
の
場
所
で

唯
一
無
―
一
の
存
在
で
あ
る
」
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）
理
由
の
ひ
と
つ
な
の
だ
。

わ
た
し
は
こ
の
立
場
を
原
則
と
す
る
が
、
理
論
的
焦
点
は
別
に
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
解
釈
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
が
言
う
よ
う
に
、
「
作
品
」

で
は
な
く
「
テ
ク
ス
ト
」
と
し
て
扱
う
こ
と
、
複
数
の
「
模
倣
、
引
用
、

言
及
の
立
体
音
響
」
と
し
て
扱
う
こ
と
に
等
し
い
。
ア
ダ
。
フ
テ
ー
シ
ョ

、
、
、
、
、

ン
は
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
美
的
存
在
で
も
あ
る
が
、
ア
ダ
プ
テ
ー

、
、
、

シ
ョ
ン
と
し
て
理
論
化
で
き
る
の
は
、
本
質
的
に
一
一
重
（
ま
た
は
多
重
）

の
層
か
ら
な
る
作
品
と
し
て
見
ら
れ
る
場
合
の
み
な
の
で
あ
る
。

引
用
の
後
半
で
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
論
へ
の
言
及
が
あ

る
よ
う
に
、
ハ
ッ
チ
オ
ン
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
新
奇
な
こ
と

で
は
な
い
。
目
の
前
の
テ
ク
ス
ト
を
、
先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
を
踏
ま
え
て

解
釈
す
る
こ
と
。
す
べ
て
の
テ
ク
ス
ト
は
先
行
テ
ク
ス
ト
を
受
け
て
解
釈

／
創
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
文
学
・
映
画
・
演
劇
・
漫
画
・
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ア
ニ
メ
等
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
表
現
が
含
ま
れ
る
と
い
う
考
え
で
あ

る
。
た
と
え
ば
映
画
『
砂
の
女
』
は
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
美
的
存
在
で

あ
り
、
原
作
と
は
絶
対
的
な
差
異
を
持
つ
。
し
か
し
同
時
に
、
映
画
『
砂

の
女
』
は
本
質
的
に
原
作
を
は
じ
め
と
し
た
多
重
の
層
か
ら
な
る
作
品
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
『
砂
の
女
』
の
場
合
、

原
作
者
が
映
画
制
作
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
両
者
の
結
び
つ
き
ま
た
は
重

な
り
は
、
一
般
的
な
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
よ
り
も
桐
密
で
あ
る
。

ハ
ッ
チ
オ
ン
は
ま
た
、
「
そ
も
そ
も
何
が
「
作
り
直
さ
れ
」
た
り
「
変
更

さ
れ
」
た
り
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
も
発
し
て
い
る
。
「
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
形
式
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

だ
が
、
移
し
換
え
ら
れ
形
式
を
変
え
ら
れ
た
「
内
容
」
と
は
正
確
に
は
何

で
あ
る
の
か
」
。
そ
れ
は
作
品
や
作
者
の
精
神
な
の
か
、
ト
ー
ン
な
の
か
、

ス
タ
イ
ル
な
の
か
、
そ
れ
と
も
ス
ト
ー
リ
ー
、
主
題
、
出
来
事
、
世
界
観
、

登
場
人
物
、
動
機
付
け
、
視
点
、
因
果
関
係
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
シ
ン
ボ
ル
、

イ
メ
ー
ジ
…
…
様
々
な
要
素
が
射
程
に
含
ま
れ
る
よ
う
だ
。
近
年
の
日
本

に
お
け
る
文
学
と
映
画
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
で
も
、
た
と
え
ば
宮

脇
俊
文
は
物
語
の
「
枇
界
」
を
両
者
に
共
通
す
る
項
目
と
し
て
挙
げ
、
武

田
悠
一
は
「
物
語
の
構
造
」
の
共
有
に
着
目
し
て
い
る
。

ま
た
、
波
戸
岡
景
太
は
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な
発
想
に
注
意
を

促
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
映
画
化
と
は
む
し
ろ
、
小
説
が
「
原
作
化
」

す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
〔
中
略
〕
映
画
化
と
い
う
現
象
に
向
き
合
う
研

究
者
た
ち
は
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
用
語
の
進
化
論
的
意
味
合
い

に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
起
源
あ
る
い
は
祖
先
と
し
て
の
「
小
説
」
、
す
な
わ

ち
「
原
作
」
を
発
見
し
て
い
く
」
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
文
学
と
映
画
を

く
。
続
い
て
太
鼓
の
縁
打
ち
な
ど
の
音
が
重
ね
ら
れ
な
が
ら
、
粟
津
潔
に

よ
る
デ
ザ
イ
ン
画
と
、
印
影
を
沿
え
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
タ
イ
ト
ル
が
表
示

さ
れ
て
い
く
。
キ
ャ
ス
ト
と
ス
タ
ッ
フ
名
の
最
後
に
「
監
督
11

勅
使
河
原
宏
」

の
氏
名
と
印
影
が
表
示
さ
れ
、
フ
ェ
ー
ド
・
ア
ウ
ト
さ
れ
る
と
、
い
よ
い

よ
『
砂
の
女
』
の
物
語
世
界
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
、
と
い
う
運
び
で

あ
る
。
こ
の
間
、
画
面
の
背
景
は
濃
淡
の
あ
る
グ
レ
ー
の
紙
の
よ
う
に
見

え
る
が
、
こ
れ
が
砂
丘
の
な
め
ら
か
な
表
面
で
あ
る
こ
と
も
次
第
に
分
か
っ

て
く
る
。

フ
ェ
ー
ド
・
イ
ン
し
て
く
る
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ョ
ッ
ト
は
、
何
か
鉱
物

の
よ
う
に
見
え
る
物
体
が
光
り
輝
く
様
子
で
あ
る
。
続
い
て
、
カ
メ
ラ
を

引
い
て
捉
え
ら
れ
た
物
体
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
よ
う
や
く
そ
れ
が
砂
の

拡
大
映
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
砂
の
超
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
か

ら
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
で
、
砂
丘
の
肌
が
俯
轍
さ
れ
る
。
風
に
吹
か

れ
て
流
動
す
る
砂
丘
を
、
一
人
の
男
が
歩
い
て
行
く
。
望
遠
レ
ン
ズ
で
捉

え
ら
れ
、
空
間
を
圧
縮
さ
れ
て
い
る
た
め
、
男
は
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
砂
の

壁
を
昇
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。
ー
『
砂
の
女
』
の
冒
頭
を
言
語
化

し
て
い
く
と
、
た
と
え
ば
こ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

最
初
に
提
示
さ
れ
る
視
覚
情
報
、
す
な
わ
ち
亀
裂
か
ら
現
れ
る
「
勅
使

河
原
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
製
作
」
の
文
字
は
、
勅
使
河
原
監
督
の
長
編
デ

ビ
ュ
ー
作
『
お
と
し
穴
』
で
も
最
初
の
視
覚
情
報
と
し
て
投
影
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
『
お
と
し
穴
』
の
場
合
、
す
ぐ
に
物
語
世
界
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・

シ
ョ
ッ
ト
が
続
き
、
炭
坑
住
宅
か
ら
夜
逃
げ
す
る
坑
夫
A
と
そ
の
息
子
が

io20] 

登
場
す
る
。
シ
ナ
リ
オ
で
冒
頭
場
面
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

比
較
す
る
と
き
、
文
学
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
捉
え
、
映
画
を
コ
ピ
ー
と

し
て
捉
え
て
、
文
学
か
ら
映
画
へ
の
翻
案
の
み
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な

く
、
映
画
化
が
起
こ
る
と
、
文
学
は
「
原
作
」
と
し
て
受
容
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
点
へ
の
注
目
で
あ
る
。
映
画
化
後
の
、
原
作
化
さ
れ
た
文
学
の
捉

え
方
も
ま
た
変
貌
す
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、
文
学
と
映
画
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
「
翻
案
」
に
つ
い
て

考
え
る
時
、
安
部
と
勅
使
河
原
の
協
働
は
絶
好
の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
。

両
者
は
一
九
五
〇
＼
六

0
年
代
を
通
じ
て
密
接
な
協
働
的
実
践
に
取
り
組

ん
だ
。
小
説
・
美
術
・
演
劇
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し
つ
つ
、
総

合
芸
術
と
し
て
の
映
画
も
製
作
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
映
画
『
砂
の
女
』
と
「
お

と
し
穴
』
の
冒
頭
を
中
心
に
、
「
模
倣
・
引
用
・
言
及
の
立
体
音
響
」
（
リ
ン
ダ
・

ハ
ッ
チ
オ
ン
）
で
あ
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
扱
い
、
原
作
と
比
較
・
往
還
し

て
読
解
を
試
み
た
い
。
そ
れ
は
作
品
の
多
層
性
と
独
立
性
の
両
面
を
見
出

す
実
践
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

五
、
映
画
の
表
現
を
読
む

映
画
『
砂
の
女
』
で
提
示
さ
れ
る
最
初
の
視
覚
情
報
は
、
真
っ
暗
の
ス

ク
リ
ー
ン
の
上
部
に
、
紙
を
引
き
裂
い
た
よ
う
な
、
あ
る
い
は
地
割
れ
の

よ
う
な
亀
裂
が
入
り
、
そ
こ
か
ら
「
勅
使
河
原
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
製
作
」

の
文
字
が
覗
き
出
る
映
像
で
あ
る
。
次
に
電
車
の
走
行
音
、
ブ
レ
ー
キ

音
、
レ
ー
ル
の
軋
む
音
、
発
車
ベ
ル
、
ド
ア
を
占
め
る
ブ
ザ
ー
音
、
「
東
京
」

を
連
呼
す
る
駅
員
の
声
、
雑
踏
と
い
っ
た
、
東
京
駅
の
喧
喋
が
押
し
寄
せ

る
。
さ
ら
に
武
満
徹
に
よ
る
音
楽
が
断
続
的
に
挿
入
さ
れ
、
ス
ク
リ
ー
ン

一
杯
に
墨
書
さ
れ
た
「
砂
の
女
」
の
文
字
が
右
か
ら
左
へ
と
横
切
っ
て
い

夜
の
炭
住

（
そ
の
一
隅
‘
-
P
が
開
い
て
、
出
て
来
る

A
と
息
子
、
注
意
ぶ
か

く
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
て
歩
き
出
す
。
炭
住
の
外
れ
ま
で
来
る
と
、

一
散
に
駈
け
出
し
、
外
燈
の
あ
か
り
に
身
を
ひ
そ
め
る
。

あ
た
り
の
様
子
を
う
か
が
い
左
手
に
駈
け
去
る
）

「
勅
使
河
原
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
製
作

1
9
6
2
」
の
文
字
も
含
め
、
タ
イ
ト

ル
の
指
示
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
坑
夫
で
あ
る

A
と
そ
の
息

子
の
姿
に
関
し
て
も
、
こ
れ
以
上
の
情
報
は
な
い
。
実
際
の
映
像
で
興
味

深
い
の
は
、
炭
住
（
炭
坑
住
宅
）
の
戸
を
開
け
て
出
て
来
る
父
子
を
、
一

筋
の
光
が
照
ら
し
出
し
て
い
る
こ
と
だ
。
光
は
側
面
か
ら
照
射
さ
れ
、
ス

ク
リ
ー
ン
の
中
央
あ
た
り
を
横
切
っ
て
お
り
、
お
の
ず
と
坑
夫
の
表
情
が

浮
き
出
る
。
お
お
ま
か
に
捉
え
る
と
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
上
部
と
下
部
は
ほ

ぽ
闇
に
覆
わ
れ
、
中
央
が
明
る
＜
照
ら
さ
れ
る
構
図
で
あ
る
。
暗
い
バ
ッ

ク
か
ら
「
勅
使
河
原
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
製
作

1
9
6
2
」
の
文
字
が
現
れ
る

亀
裂
の
形
と
、
光
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
照
射
の
道
は
、
ゆ
る
や
か
に
で
は

あ
る
が
構
図
的
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

勅
使
河
原
の
作
家
的
特
性
と
し
て
、
こ
う
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
の
重
視
が
指
摘
で
き
る
。
先
行
す
る
シ
ョ
ッ
ト
と
続
く
シ
ョ
ッ

ト
に
図
像
学
的
な
額
似
点
を
生
む
編
集
法
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
文
学
に
は

な
い
、
映
画
な
ら
で
は
の
要
素
の
一
っ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
勅
使
河
原

は
デ
ビ
ュ
ー
作
の
冒
頭
か
ら
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
実
践

し
て
い
る
の
だ
。
勅
使
河
原
を
は
じ
め
と
し
た
映
画
制
作
陣
（
特
に
演
出

の
勅
使
河
原
、
照
明
の
久
米
光
男
、
デ
ザ
イ
ン
の
粟
津
潔
）
が
原
作
か
ら
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独
立
し
た
映
像
表
現
を
生
み
出
し
た
と
、
ま
ず
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
で
は
こ
れ
が
安
部
の
文
学
を
抜
き
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
、

完
全
に
映
画
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
現
で
あ
る
か
と
言
う
と
、
そ
う
と
も
断
言

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
亀
裂
」
は
「
お
と
し
穴
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
や
、

炭
鉱
と
い
う
地
下
空
間
、
労
働
組
合
の
間
に
走
る
亀
裂
（
分
裂
）
と
い
っ

た
物
語
内
容
と
も
通
底
す
る
要
素
で
あ
る
か
ら
だ
。
安
部
の
文
学
的
表
現

が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
照
明
に
、
映
像
表
現

と
し
て
実
現
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
砂
の
女
』
で
は
、
亀
裂
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
あ
と
、
粟
津
潔
に
よ
る
印
象

的
な
デ
ザ
イ
ン
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
タ
イ
ト
ル
と
と
も
に
提
示
さ
れ
て
い
く
。

た
線
は
、

は
ず
だ
。

眼
や

等
高
線
や
波
紋
・
風
紋
に
も
見
え
る
不
思
議
な
線
画
に
混
じ
っ
て
、

頭
部
、
胴
体
と
い
っ
た
身
体
の
形
も
見
出
せ
る
。
身
体
の
図
像
に
気
付
く
と
、

等
高
線
や
波
紋
に
見
え
て
い
た
線
画
が
、
毛
髪
に
も
見
え
て
く
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
映
画
制
作
陣
の
印
影
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
幾
重
に
も
描
か
れ

ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
記
号
と
も
な
る
指
紋
に
も
見
え
て
く
る

曲
線
を
軸
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
こ
の
映
画
に
限
ら
ず
粟
津
作
品
の
特

徴
で
あ
り
、
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
は
あ
る
も
の
の
、
映
画

『
砂
の
女
』
に
お
い
て
は
や
は
り
安
部
の
原
作
が
デ
ザ
イ
ン
に
実
現
し
た
と

捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
込
み
入
っ
た
等
高
線
は
砂
丘
の
平
面
記
号

化
で
も
あ
り
、
現
実
に
存
在
し
な
い
架
空
の
地
図
で
あ
り
、
こ
の
物
語
の

主
人
公
で
あ
る
「
男
」
が
出
会
う
迷
路
の
よ
う
な
現
実
で
も
あ
り
、
風
紋

は
変
貌
を
続
け
る
砂
丘
の
表
面
で
も
あ
る
。
長
い
毛
髪
は
砂
穴
に
住
む
未

亡
人
の
「
女
」
の
も
の
で
も
あ
り
、
曲
線
は
彼
女
の
身
体
の
輪
郭
で
も
あ
る
。

と
が
あ
る
人
間
や
、
砂
の
顕
微
鏡
写
真
を
見
た
こ
と
の
あ
る
人
間
が
ど
れ

だ
け
い
る
だ
ろ
う
。
端
的
に
、
映
画
冒
頭
で
は
我
々
の
見
た
こ
と
の
な
い
、

「
砂
」
の
新
し
い
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
顕
微
鏡
撮
影
で
捉
え
た

映
像
の
力
で
あ
る
。
勅
使
河
原
は
す
で
に
、
安
部
の
戯
曲
『
巨
人
伝
説
』

の
舞
台
で
も
カ
ビ
の
顕
微
鏡
映
像
を
用
い
て
い
た
。
敗
戦
を
ま
た
い
で
戦

前
戦
後
に
残
存
す
る
封
建
主
義
の
執
拗
さ
が
、
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
た
映

像
で
あ
っ
た
。
レ
ン
ズ
効
果
に
よ
っ
て
既
知
の
物
体
を
異
化
し
、
象
徴
性

を
帯
び
さ
せ
た
り
す
る
表
現
が
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

原
作
小
説
『
砂
の
女
』
に
お
け
る
砂
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
安
部
が

参
照
し
た
関
連
書
と
し
て
、
リ
ッ
チ
・
コ
ー
ル
ダ
ー
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
『
沙

漠
と
闘
う
人
々
』
（
甲
斐
静
馬
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
）
や
、
花
田

清
輝
「
砂
漠
に
つ
い
て
」
（
『
季
刊
思
索
』
一
九
四
七
年
九
月
号
）
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
映
画
史
の
文
脈
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
一
九
―
―

1
0

年
に
製
作
さ
れ
翌
年
に
初
の
日
本
語
字
幕
ト
ー
キ
ー
映
画
と
し
て
日
本
公

開
さ
れ
た
『
モ
ロ
ッ
コ
』
（
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ス
タ
ン
バ
ー
グ
監
督
）

と
比
較
す
る
と
、
『
砂
の
女
』
で
表
現
さ
れ
た
砂
の
斬
新
さ
が
自
ず
と
明
快

に
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
『
モ
ロ
ッ
コ
」
で
は
砂
漠
が
舞
台
で
は
あ
る
も
の

の
、
砂
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
特
に
追
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
砂
と
は
何
か
を
問

う
よ
う
な
視
点
は
ま
ず
見
出
せ
な
い
。
特
に
有
名
な
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、

戦
地
に
赴
く
恋
人
を
追
う
際
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
履
い
て
い
た
ハ
イ
ヒ
ー
ル

を
脱
ぎ
棄
て
る
が
、
そ
も
そ
も
強
烈
な
太
陽
光
の
下
に
熱
せ
ら
れ
た
砂
上

を
裸
足
で
歩
き
続
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
甚
だ
疑
問
が
残
る
。
ス
タ
ジ
オ

撮
影
さ
れ
た
こ
の
作
品
の
主
眼
は
あ
く
ま
で
ヒ
ロ
イ
ン
と
青
年
と
の
恋
愛

男

線
画
の
中
央
に
突
然
巨
大
な
眼
が
出
現
し
て
こ
ち
ら
を
見
返
し
て
く
る
点

も
、
砂
地
の
虫
を
撮
影
し
た
り
捕
獲
し
た
り
す
る
は
ず
だ
っ
た
「
男
」
が
、

砂
の
「
女
」
に
囚
わ
れ
て
村
人
か
ら
監
視
さ
れ
る
立
場
へ
と
逆
転
す
る
こ

と
の
表
わ
れ
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
身
体
や
氏
名
が
等
高
線
や
風
紋
．

波
紋
に
埋
没
し
て
い
く
様
子
は
、
教
師
と
し
て
都
市
で
働
い
て
い
た
「
男
」

が
、
辺
境
の
砂
丘
で
昆
虫
採
集
を
試
み
た
末
に
失
踪
し
て
し
ま
う
と
い
う
、

運
命
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

映
画
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
砂
丘
の
風
紋
と
身
体
の
曲
線
が
重
ね
ら
れ
た

の
に
加
え
、
物
語
の
序
盤
で
は
、
砂
丘
の
稜
線
と
横
た
わ
っ
た
「
女
」
の

輪
郭
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
ま
た
、
「
男
」
と
「
女
」

が
性
交
渉
を
持
つ
シ
ー
ン
の
最
後
に
は
、
斜
面
を
下
る
流
砂
と
、
飛
翔
す

る
カ
ラ
ス
の
シ
ョ
ッ
ト
が
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
精
液
と
い

う
身
体
的
な
要
素
が
、
砂
の
流
れ
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般

的
に
は
乾
い
て
掴
み
所
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
な
が
ら
、
湿
気
を
吸
っ
て

壁
の
よ
う
に
固
形
化
す
る
砂
と
、
一
般
的
に
は
固
定
的
で
独
立
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
な
が
ら
、
流
砂
の
よ
う
に
溶
解
・
流
動
し
て
い
く
人
間
の

身
体
。
砂
も
身
体
も
日
常
概
念
（
常
識
）
を
裏
切
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
常
識
を
裏
切
る
と
い
う
点
で
、
『
砂
の
女
』

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

タ
イ
ト
ル
に
続
く
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ョ
ッ
ト
の
砂
に
つ
い
て
も
言
及
し
て

お
き
た
い
。

日
常
生
活
で
見
か
け
た
り
触
れ
た
り
す
る
「
砂
」
を
知
ら
な

い
観
客
／
読
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
砂
を
顕
微
鏡
で
覗
い
た
こ

で
あ
り
、
熱
砂
を
裸
足
で
歩
く
の
も
そ
の
愛
や
決
意
を
表
現
す
る
た
め
の

観
念
的
な
道
具
に
過
ぎ
な
い
。

ぷ
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ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
は
、
三
島
由
紀
夫
も
賞
賛
し
た
『
砂
漠
は

生
き
て
い
る
』
(
-
九
五
三
年
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
ル
ガ
ー
監
督
）
が
挙
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
西
部
の
砂
漠
で
取
材
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、

教
育
映
画
と
し
て
も
長
年
に
渡
っ
て
多
く
の
観
客
を
得
た
有
名
な
作
品
で

あ
る
。
だ
が
、
主
眼
は
あ
く
ま
で
砂
漠
に
生
き
る
鳥
や
獣
の
生
態
で
あ
り
、

砂
そ
の
も
の
へ
の
注
目
は
特
に
な
い
。

翻
っ
て
『
砂
の
女
』
は
、
砂
の
超
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
始
ま
り
、
季
節

ご
と
時
間
帯
ご
と
に
表
情
を
変
え
る
砂
の
様
々
な
姿
を
映
示
す
る
。
砂
は

個
別
に
は
静
止
し
て
見
え
な
が
ら
集
合
体
と
し
て
は
流
動
を
続
け
て
い
た

り
、
壁
と
な
っ
て
「
男
」
の
脱
出
を
阻
ん
だ
り
と
、
意
思
を
持
つ
か
の
よ

う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
さ
に
主
役
の
一
人
と
し
て
活
躍

す
る
の
で
あ
る
。

砂
穴
の
家
で
の
最
初
の
夜
、
常
識
的
な
砂
の
知
識
を
披
露
す
る
「
男
」

に
対
し
、
生
活
の
中
で
の
実
感
か
ら
砂
に
つ
い
て
語
る
「
女
」
の
言
葉
は
、

意
外
性
に
満
ち
て
い
る
。

（
語
気
つ
よ
く
）
冗
談
じ
ゃ
な
い
1

砂
漠
は
、
乾
燥
し
て
い

る
か
ら
、
砂
漠
な
ん
だ
ー
・
ジ
メ
ジ
メ
し
た
砂
漠
な
ん
て
。

女
で
も
、
腐
り
ま
す
…
・
：
砂
が
つ
い
た
ま
ま
、
ほ
っ
た
ら
か
し

に
し
て
お
い
た
ら
、
買
い
た
て
の
下
駄
が
、
半
月
も
も
た
ず
に

融
け
て
し
ま
っ
た
っ
て
：
…
•

男
そ
ん
な
馬
鹿
な
：
・
・
:

六
、
砂
の
常
識

-11 -
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解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

七
、
文
学
の
表
現
を
観
る

あ
き
ら
め
て
）

ま
あ
、

ど
う
で
も

女
材
木
も
く
さ
る
け
ど
、
い
っ
し
ょ
に
砂
も
く
さ
っ
ち
ゃ
う
ん

で
す
ね
え
…
…
埋
ま
っ
た
家
の
、
天
井
板
を
は
が
し
て
み
た
ら
、

中
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
で
も
出
来
そ
う
な
、
よ
く
肥
え
た
土
地
が
出

て
来
た
っ
て
言
い
ま
す
か
ら
…
…

男
（
な
に
か
言
い
か
け
る
が
、

い
い
こ
と
だ
け
ど
…
…

未
知
の
土
地
で
常
識
を
覆
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
異
文
化
体
験
の
悦
楽

で
も
あ
る
。
映
画
で
は
主
に
視
覚
に
よ
る
異
文
化
体
験
を
、
観
客
は
「
男
」

と
共
有
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

さ
て
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
連
な

り
に
議
論
を
戻
し
た
い
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
な
り
は
、
先
行
す

る
シ
ョ
ッ
ト
の
直
後
に
後
続
す
る
シ
ョ
ッ
ト
と
の
間
に
生
ま
れ
る
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
効
果
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
遠
隔
的
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
も
言
う

べ
き
関
係
性
が
作
品
全
体
か
ら
浮
か
び
上
が
る
場
合
が
あ
る
。
先
述
の
毛

髪
、
波
紋
、
風
紋
、
砂
丘
の
稜
線
、
女
性
の
身
体
の
曲
線
、
等
高
線
な
ど

は
、
隣
接
す
る
シ
ョ
ッ
ト
で
示
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
物
語
の
展
開

上
は
必
ず
し
も
密
接
し
な
い
形
で
提
示
さ
れ
る
。
恣
意
的
な
連
想
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
決
定
的
に
結
び
つ
け
る
の
が
、

女
性
身
体
の
曲
線
と
砂
丘
の
風
紋
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
シ
ー
ン
や
、

等
高
線
の
デ
ザ
イ
ン
と
身
体
を
混
合
さ
せ
た
粟
津
潔
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
映
像
の
文
脈
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
、
次
に
述
べ
る
終
盤

こ
の
作
品
の
中
核
と
な
る
メ
タ
フ
ァ
ー
は
言
う
ま
で
も
な
く
砂
で
、

そ
れ
は
主
人
公
の
落
ち
こ
ん
だ
新
し
い
現
実
1

た
え
ま
な
く
流
動

を
つ
づ
け
る
現
実
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
主
人
公
は
こ
の
現
実
の
中

で
自
己
を
回
復
し
、
周
囲
と
の
関
係
を
回
復
し
て
、
み
ず
か
ら
の
存

在
の
根
を
発
見
し
、
み
ず
か
ら
の
真
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
を
発
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見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
い
う
「
真
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
現
在
の
固
定
的
な
（
あ
る
い
は
仮
の
・
未
熟
な
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
代
わ
る
、
新
た
な
固
定
的
な
（
真
実
の
・
完
成
し
た
）
ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ
ィ
ー
で
は
な
い
は
ず
だ
。
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
に
な
る
の
は
、

映
像
が
小
説
を
「
原
作
化
」
さ
せ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な

ら
映
画
『
砂
の
女
」
で
、
溜
水
装
置
の
水
面
に
映
る
「
男
」
の
姿
は
、
絶

え
間
な
く
揺
れ
動
く
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
水
面

に
映
る
鏡
像
は
イ
メ
ー
ジ
を
結
ん
で
は
崩
れ
、
ま
た
結
ば
れ
る
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
砂
と
同
様
に
水
も
流
動
し
、
そ
の
水
に
映
る
像
の
よ
う
に
、

ま
た
流
砂
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
の
身
体
や
主
体
性
も
破
壊
と
創
造
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
認
識
に
、
「
男
」
や
読
者

／
観
客
は
漂
着
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
読
者
は
さ
ら
に
、
小
説
『
砂
の
女
』
の
冒
頭
近
く
に
投
げ
返
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
流
動
す
る
砂
の
姿
を
心
に
描
き
な
が
ら
、
彼

は
と
き
お
り
、
自
分
自
身
が
流
動
し
は
じ
め
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら

の
水
面
に
揺
れ
る
男
性
の
鏡
像
に
流
れ
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

映
画
『
砂
の
女
」
を
鑑
賞
し
た
観
客
／
読
者
は
、
今
度
は
原
作
小
説
へ

と
投
げ
返
さ
れ
る
。
我
々
は
原
作
小
説
に
描
か
れ
る
等
高
線
や
風
紋
、
眼
（
視

線
）
や
指
紋
（
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
）
と
い
っ
た
要
素
を
辿
り
な
が
ら
テ

ク
ス
ト
に
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
先
行
研
究
で

も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
終
盤
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

砂
を
と
り
除
き
、
蓋
を
開
け
て
み
て
、
驚
か
さ
れ
た
。
桶
の
底
に

は
、
水
が
溜
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
底
か
ら
十
セ
ン
チ
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
透
明
な
、
毎
日
配
給
さ
れ
る
金
気
の
浮
い
た
水
よ
り
は
、
は

る
か
に
純
粋
に
近
い
水
だ
っ
た
。
最
近
、
い
つ
か
、
雨
が
降
っ
た
だ

ろ
う
か
？
…
…
い
や
、
す
く
な
く
も
、
こ
こ
半
月
は
降
っ
て
い
な
い
。

〔
中
略
〕
い
ぜ
ん
と
し
て
、
穴
の
底
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
の

に
、
ま
る
で
高
い
塔
の
上
に
の
ぽ
っ
た
よ
う
な
気
分
で
あ
る
。
世
界
が
、

裏
返
し
に
な
っ
て
、
突
起
と
窪
み
が
、
逆
さ
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
と
に
か
く
、
砂
の
中
か
ら
、
水
を
掘
り
当
て
た
の
だ
。
〔
中
略
〕

砂
の
変
化
は
、
同
時
に
彼
の
変
化
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
砂
の
中
か
ら
、

水
と
い
っ
し
ょ
に
、
も
う
一
人
の
自
分
を
ひ
ろ
い
出
し
た
の
か
も
し

れ
な
か
っ
た
。

映
画
に
お
け
る
流
動
（
風
紋
・
波
紋
）
と
身
体
（
指
紋
・
毛
髪
）
と
ア

イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
（
指
紋
•
印
影
）
の
図
像
的
類
似
を
す
で
に
体
験
し
た

観
客
な
ら
ば
、
特
に
注
意
を
引
か
れ
る
場
面
で
あ
ろ
う
。
小
説
，
『
砂
の
女
」

を
論
じ
た
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
場
面
に
つ
い
て
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な

わ
れ
さ
え
す
る
の
だ
っ
た
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
映
画
の
序
盤

か
ら
ス
ク
リ
ー
ン
一
杯
に
流
動
す
る
砂
の
群
を
目
に
し
、
観
客
が
抱
く
感

覚
と
も
重
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
感
覚
を
獲
得
し
た
末
に
溜

水
装
置
か
ら
発
見
さ
れ
る
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の

も
の
で
あ
る
の
か
。
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
映
画
は
、
原
作
の
再

読
と
解
釈
の
更
新
を
際
限
な
く
促
す
の
で
あ
る
。

映
画
は
小
説
を
原
作
化
す
る
。
そ
し
て
、
映
画
は
小
説
を
単
独
で
読
む

だ
け
で
は
読
解
困
難
な
発
想
を
、
我
々
に
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は

映
画
制
作
者
た
ち
が
原
作
か
ら
読
み
取
っ
た
解
釈
が
、
い
わ
ば
先
行
研
究

の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
我
々
は
映
像
作
家
の
表
現
を

手
が
か
り
に
し
て
、
原
作
を
異
な
っ
た
観
点
か
ら
再
読
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
映
画
も
文
学
作
品
と
同
じ
く
、
作
者
の
意
図
を
越

え
て
実
現
す
る
。
文
学
と
映
画
の
複
雑
な
関
係
性
を
理
解
し
、
ど
れ
だ
け

解
釈
に
活
用
で
き
る
か
は
、
観
客
／
読
者
に
か
か
っ
て
い
る
。
小
説
を
読

む
こ
と
と
、
映
画
を
観
る
こ
と
。
両
者
を
往
還
す
る
思
考
は
、
双
方
を
よ

り
豊
か
に
読
解
し
て
い
く
半
永
久
運
動
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

附
記
本
稿
は
二

0
一
九
年
七
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
東
洋
大
学
日
本

文
学
文
化
学
会
大
会
で
の
講
演
「
『
砂
の
女
』
を
読
む
／
観
る
ー
'
|
安
部
公

房
と
勅
使
河
原
宏
の
協
働
」
を
基
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
講
演
と
執

筆
の
場
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
学
会
事
務
局
の
皆
様
、
会
場
内
外
で
貴
重

な
質
問
や
ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

八

結

び
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な
お
、
本
研
究
は

J
S
P
S
科
研
費
一
六

K
ニ―
0
七
一
の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。

注(
1
)
安
部
公
房
の
シ
ナ
リ
オ
「
砂
の
女
」
は
、
『
シ
ナ
リ
オ
』
(
-
九
六
三
年
一
月

号
）
に
掲
載
さ
れ
た
の
ち
、
『
映
画
芸
術
」
(
-
九
六
四
年
二
月
号
）
に
再
掲

さ
れ
た
。
な
お
、
『
安
部
公
房
全
集
』
第
三

0
巻
（
新
潮
社
、
二

0
0
九
年
）

に
収
録
さ
れ
た
「
シ
ノ
。
フ
シ
ス
砂
の
女
（
映
画
の
た
め
の
梗
概
）
」
「
シ
ナ

リ
オ
他
人
の
顔
（
仮
題
）
」
は
、
一
般
財
団
法
人
草
月
会
の
資
料
室
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
文
学
と
映
画
の
横
断
的
研
究
で
は
、
両
研
究

領
域
の
狭
間
で
看
過
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
新
資
料
の
発
掘
も
期
待
で
き
る
。

(
2
)
拙
稿
「
安
部
公
房
の
残
響
ー
勅
使
河
原
宏
『
サ
マ
ー
・
ソ
ル
ジ
ャ
ー
』
試
論
」

（
中
村
三
春
編
『
映
画
と
文
学
交
響
す
る
想
像
力
」
森
話
社
、
二

0
一
六
年
）
、

拙
稿
「
『
一
日
二
四

0
時
間
』
と
安
部
公
房
・
勅
使
河
原
宏
」
（
丹
羽
美
之
・

吉
見
俊
哉
編
『
戦
後
史
の
切
断
面
ー
公
害
・
若
者
た
ち
の
叛
乱
・
大
阪
万
博

（
記
録
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ

3
)
」
東
京
大
学
出
版
会
、
二

0
一
八
年
）
な
ど
。

(
3
)
安
部
公
房
を
中
心
と
し
た
戦
後
前
衛
芸
術
運
動
に
つ
い
て
は
、
鳥
羽
耕
史
『
運

動
体
・
安
部
公
房
」
（
一
葉
社
、
二

0
0
七
年
）
に
詳
し
い
。

(
4
)
勅
使
河
原
は
小
河
内
の
ダ
ム
建
設
反
対
闘
争
に
も
参
加
し
た
も
の
の
、
そ
の

不
毛
さ
に
愛
想
を
尽
か
す
よ
う
に
直
接
的
な
政
治
運
動
か
ら
距
離
を
置
い
て

い
っ
た
。
な
お
、
小
河
内
で
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
土
本
典
昭

と
の
出
会
い
も
あ
り
、
後
年
に
は
共
同
で
の
映
画
企
画
も
立
ち
上
が
っ
て
い

た
こ
と
が
、
草
月
会
所
蔵
の
資
料
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
詳
細
は
拙

稿
「
勅
使
河
原
宏
の
映
画
実
験
再
生
と
い
う
作
法
」
（
鳥
羽
耕
史
・
山
本

直
樹
共
編
『
転
形
期
の
メ
デ
イ
オ
ロ
ジ
l
|
―
九
五

0
年
代
日
本
の
芸
術
と

メ
デ
ィ
ア
の
再
編
成
』
森
話
社
、
二

0
一
九
年
）
を
参
照
。

(16)
リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
『
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
』
（
片
淵
悦
久
他
訳
、

晃
洋
書
房
、
二

0
―
二
年
、
原
著
二

0
0
六
年
）
。
な
お
、
木
村
陽
子
は
『
安

部
公
房
と
は
だ
れ
か
』
（
笠
間
書
院
、
二

0
二
ニ
年
）
で
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
理
論
を
安
部
公
房
研
究
に
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
安
部
の
活
動
を
、
文

学
を
軸
に
し
た
ア
ダ
。
フ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
意
味
す
る
「
リ
テ
ラ
リ
ー
・
ア
ダ
。
フ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
概
念
で
捉
え
て
い
る
。

(17)
宮
脇
俊
文
編
『
映
画
は
文
学
を
あ
き
ら
め
な
い
ひ
と
つ
の
物
語
か
ら
も
う

ひ
と
つ
の
物
語
へ
』
（
水
曜
社
、
二

0
一
七
年
）

(18)
武
田
悠
一
「
見
て
い
る
／
知
っ
て
い
る
の
は
誰
か
〈
語
り
〉
の
ア
ダ
。
フ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」
（
岩
田
和
男
・
武
田
美
保
子
・
武
田
悠
一
編
『
ア
ダ

プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
文
学
／
映
画
批
評
の
理
論
と
実
践
』
世
織
書
房
、

二
0
一
七
年
）

(19)
波
戸
岡
景
太
『
映
画
原
作
派
の
た
め
の
ア
ダ
。
フ
テ
ー
シ
ョ
ン
入
門
』
（
彩
流
社
、

=
1
0
一
七
年
）

(20)
安
部
公
房
「
お
と
し
穴
」
（
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
六
二
年
三
月
号
別
冊
）
。
『
ア
ー

ト
シ
ア
タ
ー
』
二
九
六
二
年
六
月
）
に
再
掲
。

(21)
三
島
由
紀
夫
「
ア
メ
リ
カ
映
画
ノ
オ
ト
」
（
『
ス
ク
リ
ー
ン
』
一
九
五
四
年

十
二
月
号
）

(22)
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
リ
ー
『
疎
外
の
構
図
安
部
公
房
・
ベ
ケ
ッ
ト
・
カ
フ

カ
の
小
説
』
（
安
西
徹
雄
訳
、
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
）

主
要
参
考
文
献

『
安
部
公
房
全
集
』
（
全
三

0
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九
七
＼
二

0
0
九
年
）

華
月
出
版
編
集
部
編
『
勅
使
河
原
宏
カ
タ
ロ
グ
』
（
草
月
出
版
、
一
九
八
二
年
）

勅
使
河
原
宏
•
四
方
田
犬
彦
・
大
河
内
昭
爾
『
前
衛
調
書
勅
使
河
原
宏
と
の

対
話
」
（
學
藝
書
林
、
一
九
八
九
年
）

（
信
州
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

-15 -

(
5
)
『
ド
ラ
ム
と
少
年
』
は
二

0
一
九
年
六
月
十
九
日
に
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ

で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
映
画
の
教
室
2
0
1
9
P
R
映
画
に
み
る
映

画
作
家
た
ち
」
で
上
映
さ
れ
た
。

(
6
)
荻
昌
弘
「
作
品
研
究
「
お
と
し
穴
」
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
『
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
』

一
九
六
三
年
六
月
号
）

(
7
)
「
勅
使
河
原
宏
監
督
が
意
欲
作
」
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
六
一
年
十
二
月
十
六
日
）

(
8
)
安
部
公
房
「
平
行
線
の
あ
る
風
景
」
（
『
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
』
一
九
六
二
年
六

月
号
）

(
9
)
つ
殺
人
者
へ
の
不
安
を
表
現
J
お
と
し
穴
』
の
勅
使
河
原
宏
監
督
来
名
」
（
『
中

部
日
本
新
聞
』
一
九
六
二
年
七
月
十
一
日
付
夕
刊
）

(10)
田
中
慎
澄
「
映
画
が
文
学
を
求
め
る
と
き
」
（
『
國
文
學
』
―

1
0
0
八
年
十
二

月
号
）

(11)
柾
木
恭
介
・
佐
々
木
基
一
「
映
画
と
文
学
」
（
岡
田
晋
他
編
『
現
代
映
画
事
典
』
一

4
 

美
術
出
版
社
、
一
九
六
七
年
）

1

(12)
蓮
賓
重
彦
「
映
画
と
文
学
」
（
浅
沼
圭
司
他
編
『
新
映
画
事
典
」
美
術
出
版
社
、
一

一
九
八

0
年）

(13)
文
学
と
映
画
が
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
分
析
の
た
め
の
方
法
も
異
な
っ
て
く
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
映
画

の
分
析
方
法
を
学
ぶ
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ー
ド

ウ
ェ
ル
＋
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
『
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
ト
映
画
芸

術
入
門
」
（
藤
木
秀
朗
監
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

0
0
七
年
、
原
著

二
0
0
四
年
）
は
極
め
て
有
益
で
あ
る
。

(14)
重
政
隆
文
「
映
画
の
見
方
、
文
学
の
読
み
方
」
（
『
醜
文
學
』
二

0
0
八
年

十
二
月
号
）

(15)
中
村
一
＿
一
春
「
〈
原
作
〉
の
記
号
学

二
0
一
八
年
）

波
潟
剛
『
越
境
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』

(
N
T
T
出
版
、
二

0
0
五
年
）

野
村
紀
子
他
編
『
輝
け
6
0
年
代
ー
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
全
記
録
」
（
フ
ィ

ル
ム
ア
ー
ト
社
、

1
1
0
0
二
年
）

野
村
紀
子
編
『
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
勅
使
河
原
宏
・
映
画
事
始
]

(
s
t
u
d
i
o
2
4
6
‘

―
1
0
0
七
年
）

松
本
俊
夫
『
映
像
の
発
見
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
』
(
-
=
-

書
房
、
一
九
六
三
年
）

＊
注
に
挙
げ
た
も
の
は
除
い
た
。

日
本
文
芸
の
映
画
的
次
元
』
（
七
月
社




